
To
yo

na
ka

 In
st

itu
te

 fo
r U

rb
an

 M
an

ag
em

en
t

SI
N

C
E 
20

07
2022.3

豊中市のアンケート調査の活用に
関する調査研究

－市民ニーズ等の把握手法の検討－



 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 
 

 
 
 



  



もくじ 
第第 11 章章  ははじじめめにに  ............................................................................................................................................................................................................................  11 

1.1. 研究の背景・目的 .................................................................................................... 1 
1.2. 本調査研究の内容 .................................................................................................... 1 
1.3. 本研究報告書の構成 ................................................................................................ 1 
1.4. 自治体のアンケート調査の役割 .............................................................................. 2 
1.5. 自治体のアンケート調査の分類 .............................................................................. 3 
1.6. 自治体のアンケート調査の実態 .............................................................................. 3 
1.7. 自治体のアンケート調査の問題点 ........................................................................... 5 
1.8. アンケート調査を取り巻く環境の変化 .................................................................... 6 

第第２２章章  豊豊中中市市ににおおけけるるアアンンケケーートト調調査査のの実実態態  ................................................................................................................................  99 
2.1. 豊中市のアンケート調査の沿革 .............................................................................. 9 
2.2. 豊中市のアンケート調査に関する実態調査の実施 ................................................ 13 
2.3. 実態調査の概要 ..................................................................................................... 14 
2.4. 調査結果 ................................................................................................................ 16 
2.5. 事例紹介 ................................................................................................................ 29 
2.6. 調査結果の考察 ..................................................................................................... 32 

第第３３章章  アアンンケケーートト調調査査以以外外のの市市民民ニニーーズズ等等のの把把握握手手法法のの検検討討  ..............................................................................  3344 
3.1. 「市民の声」のテキストマイニング分析 ................................................................ 34 
3.2. 新型コロナウイルスの感染拡大と市民の声の動向 ................................................ 35 
3.3. データ・分析手法 .................................................................................................. 36 
3.4. 頻出語 .................................................................................................................... 36 
3.5. 共起ネットワーク分析 ........................................................................................... 39 
3.6. 対応分析 ................................................................................................................ 40 
3.7. トピックモデルによる推定 .................................................................................... 43 
3.8. 考察 ....................................................................................................................... 44 

第第４４章章  おおわわりりにに  ..............................................................................................................................................................................................................................  4466 
4.1. 調査研究における提言 ........................................................................................... 46 
4.2. 調査研究結果の活用・実践 .................................................................................... 52 
4.3. おわりに ................................................................................................................ 53 

補補論論－－WWEEBB 調調査査のの特特質質とと活活用用のの方方向向性性－－  ................................................................................................................................................  5544 
1．WEB 調査の特質・課題 ............................................................................................ 54 
2．WEB 調査の実施 ....................................................................................................... 54 
3. 調査結果 ................................................................................................................... 56 
4．考察 ........................................................................................................................... 68 

参参考考文文献献  ......................................................................................................................................................................................................................................................  6699 
資資  料料  ..............................................................................................................................................................................................................................................................  7700 

 





1 

1  

1.1.  

 

 

 
(EBPM Evidence Based Policy Making( EBPM ))

 
 
1.2.  

3
 

 
 

 
 

enquête

 
 
1.3.  

 
1

 
2

 

1



2 
 

3

 
4  

WEB

 
 
1.4.  

 
(2012)

 

( 2002 2003)
PR

( 2011)
PR

 

2 14

 
(2005,p60)  
  

 
 

2



3 
 

1.5.  
1  

 
 

 
 

 
 

NPO

 
  
1.6.  

( )( 500 )
1000

50
(https://survey.gov-

online.go.jp) 500
 

2 (2019 4 2020 3 ) 1906
( 1) 1,480 8

 
2000

( 2)
3 2019

5 6  
 
 

                                                  
1 (2011)  

3



4 
 

1 (2019 ) (N=1906) 

 

( 2 )  
)  

 
2 (2007 2019 ) 

 

 

( )  

77.6%

7.0%

1.7%

4.1% 8.9% 0.6%

4



5 
 

図表 3 調査主題に関する構成比(2015～2019 年度) 

 
出典：内閣府政府広報室「全国世論調査の現況(各年版)」より筆者作成 

 
市・区以外の大学・新聞社等の調査も含めた全体と比較すると、地方自治、地域社会、社会保

障等のテーマが多くなっている。直近の 5 年と比較すると、年によって若干の変動があるものの、

概ね 2019 年度と同じテーマが 5 割程度を占めおり、過年度に比べ、社会保障等や生活意識をテ

ーマとした調査が若干増加している。 
なお、ここで紹介した全国世論調査の現況以外にも、都市自治体におけるアンケート調査も含

めた調査研究活動について、調査件名や実施形態等のさらに細かい内容をまとめた資料として、

公益財団法人日本都市センターが公表している都市政策データベース2がある。本データベース

に掲載された調査はアンケート調査に限定されておらず、計画策定等の様々な調査全般について

掲載されている。自治体ごとに詳細な内容を確認することができ、他の自治体の調査研究につい

て調査する際に参考になるだろう。 
  
1.7. 自治体のアンケート調査の問題点 

近年、データに基づく政策立案への期待が高まる中、自治体で行われるアンケート調査は年々

実施件数が増加し、その存在意義が増している。しかしながら、自治体のアンケート調査につい

ては、これまでに問題点や課題が数多く指摘されてきた。様々な論者により、調査の設計、調査

票の質、結果の活用が不十分である点が厳しく指摘され、その背景には、自治体職員の調査能力

の不足があるといった点が共通して言及されてきた。 
例えば、2000 年代に大阪府内の市町村の市民意識調査の実態について調査した大谷(2002)で

は、「ほとんどの市民意識調査が、1 回限りのただ〈やっただけの調査〉としておこなわれ、過

去との比較や他調査との比較等の分析はまったくおこなわれてこなかった。」(p.223)と述べ、調

査の質と職員の調査能力の低さを指摘するとともに「分析できる調査」への転換を提言してい

                                                  
2 https://www.toshi.or.jp/research-activities/research-database/(2021/11.1 閲覧) 
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③新しい市民ニーズ等の把握手法の活用・期待 
委託費用の予算がつかない・少ない等、また、紙のアンケートの集計に苦労したため、WEB ア

ンケートに期待を寄せる意見が見受けられる。WEB アンケートを実施したいと感じるものの、ノ

ウハウがないので実施できなかったという意見も挙げられた。 
 
・通常調査票作成から集計分析まで同⼀事業者へ委託することが多いが、今回予算不⾜で市
職員⾃ら作成配布回収集計まで実施。紙媒体でのアンケートの集計・分析作業は膨⼤で⾃⾝
では限界があり、結局委託することとなったが、集計のみを委託できる指名業者はほとんど
いなかった。今後は集計上も紙媒体のアンケートではなく、電⼦⼊⼒での WEB アンケート
が望ましい。 
 
・紙媒体での回収、集計、分析に時間がかかり⼤変だった。 
 
・インターネットによる回答を進めたいが、前例が少ない。 
 
・集計⽅法の検討(郵送、インターネット回答)に苦労した。(当時インターネット回答はノウ

ハウ等の課題があったため、結果的に断念した。) 
 
・次回は可能であれば電⼦媒体で⾏い、質問内容等時間をかけて検討したい。 

  

一方、WEB でアンケートを実施した部署からは短期間で想定回答数を満たし有用であったと

の感想やさらに工夫できる点としてポイント付与など回答のインセンティブに関する意見が寄せ

られた。また、若者の回収率の低さといった実施の課題ともに、LINE などの市民になじみのあ

るツールを使用しリアルタイムで市民の状況を把握する仕組みへの要望が挙げられている。 
 
・今回のアンケートでは、説明会の開催時や、公共施設にアンケート回答コーナーを設置し

実施したのと合わせて、WEB アンケートも実施したため、短期間で想定回答数を満たした
が、WEB 以外の⽅法で実施したアンケートについては、回答数が少数だったため、回答し
てもらう⼯夫が必要と感じた。 

今回の調査票は質問も多く、回答するのに⼀定時間必要となるので、簡単に回答できる
よう QR コードを使って WEB に誘導し、現地以外の場所で回答できるようにするなどす
ればよかった。WEB アンケートについては、回答した⼈は調査会社のポイントが付与され
るため、回答する⼈が多かったと思うので、何かプラスαがあれば回答する⼈が増えると
思う。 

 
・アンケートは郵送とオンライン回答で実施したが、若年層の回答率が低いのが課題であっ

た。当時の市のオンラインシステムは市⺠になじみがなく、利⽤率も低い結果となった。
回答⽅法を郵送との併⽤することは難しいかもしれないが、LINE など市⺠になじみのある

28
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ツールを使⽤しもっと気軽にアンケートを取り、リアルタイムで市⺠の状況を把握する仕
組みがあると有難いと感じる。 

④データの利活用、結果の分析 
データの利活用や結果の分析に関する事項として、アンケート調査以外の統計データの利活用

について相談できる部署の必要性に関する意見、分析方法や具体的な活用に関する意見が見られ

る。 
 

・統計データが活⽤しやすくなってきており、アンケート調査を実施しなくてもデータが得
られるケースも増えてきているが、統計データの活⽤に関して相談できる部署が⾒当たら
ない。アンケート調査を減らすためにも、統計データの利活⽤について相談できる部署が
あるとありがたい。 

 
・アンケートの分析⽅法として、「ロジックツリー」を⽤いているが、特に回答数が少ない年

代では分析結果に誤差が出やすいため、ゴールに対する各要因の貢献度・影響度が分かる
⼿法がほかにあれば、参考に知りたい。 

  
・アウトカム指標としてアンケート結果を活⽤することができるのか、どうすればきちんと

した説明になるのか。 
  
2.5. 事例紹介 

 以下では、本調査研究で実施したアンケート調査の結果を踏まえて、先進的な取り組みとして

全庁的に参考になると思われる事例について紹介する。 
 
(１)WEB を効果的に活用した調査 

庁内アンケート調査の結果からは、予算の確保が難しく紙で回収した調査票の集計に苦労した

との意見が見受けられた。ここでは、予算や集計の問題を WEB のシステムを効果的に活用しな

がら克服している調査として、都市経営部経営計画課で実施している「転出・転入アンケート調

査」について報告する。 
本市では、近年、人口の社会増の傾向がみられ、豊中市まち・ひと・しごと創生総合戦略委員

会(市の附属機関)では、社会増の要因分析が課題として提起されている。このことをうけ、転入・

転出の理由及び基本属性(家族構成、職業、年齢等)等について尋ねる当該アンケート調査を令和 2
年度(2020 年度)9 月から実施している。回答数は累計 1,371 件となる(令和 3 年(2021 年)6 月 1 日

現在)。  
実施手法として特徴的な点は、市の申請業務で既に活用されている「電子申込システム」を利

用している点である。QR コードを読み取って回答することのできるアンケート調査のサイトの

構築を職員が行い、業務を事業者に委託することなく、コストをかけずに調査を実施している。

回答方式は、WEB のみとしているため、集計の手間を紙の調査票の場合に比べ大幅に省くことが

可能となっている。 
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補論－WEB 調査の特質と活用の方向性－ 

1．WEB 調査の特質・課題 

郵送調査での回収率が低下するなか、住民基本台帳から無作為抽出以外の調査法の可能性を探

るため、WEB の登録モニターを活用した WEB モニターアンケート調査(以下「WEB 調査」とい

う)の回答結果について報告する。 
インターネットの急速な普及により、WEB を介して行う調査が学術目的での調査や自治体が

行う意識調査等において大きく着目されるようになっている。従来から行われてきた無作為抽出

に基づく面接調査・郵送調査と比べると、かける時間、労力、コストが少なく実施できるため、

これまでは、民間のマーケティング分野での活用が中心であったが、国、自治体においても活用

される事例がみられ始め、今後も導入が進んでいくことが見込まれる。 
自治体では、WEB の調査について、大きくは無作為抽出した回答者に郵送・WEB のどちらか

で回答を選択できるようにするミックスモード形式の調査と調査会社に登録した WEB モニター

を対象とした調査の 2 種類が実施されはじめている。本市でも数は多くないものの同様の状況で

ある。 
一方で、WEB 調査については、調査の対象が母集団を代表していないというサンプリング面の

バイアス及び回答がインターネット上で行われるという測定法上の違いがもたらすバイアスが存

在することから、回答の質が問題視されてきた。(大隅 2002) 
これに対し、近年では、WEB 調査が有する諸問題をふまえ、積極的に活用していく立場から、

日本学術会議社会学委員会Web調査の課題に関する検討分科会(2020)では次の４つの提言を行っ

ている。 
① Web 調査の問題点を的確に理解したうえでの活用 
② 従来型の調査との相補的な役割分担を意識した活用 
③ センシティブな質問における活用 
④ 登録モニターの情報公開 

 
2．WEB 調査の実施 

市民の回答の利便性の向上やコストの削減等の面や産官学の多様な主体と連携した事業の推進

から、今後、本市においても WEB 調査の導入の増加が見込まれるため、インターネット調査の

回答傾向にどのような特徴があるか把握し、その特性を生かしながら活用を検討する必要がある。

ただし、自治体での WEB 調査の成果の蓄積は数少ない。 
そこで、今後の導入検討の基礎資料とするため、近年、本市においても活用がみられ始めてい

る WEB 調査について着目し、本研究所が令和 3 年(2021 年)に実施した調査の結果から、回答傾

向について報告する。 
本調査は、調査会社(株式会社アスマーク)の登録モニターに対して「地域のイメージと人との関

わりについてのアンケート調査」という調査名を用いて行った。本調査は、豊中市及び近隣地域

の住民の地域イメージ及びソーシャル・キャピタルの状況について把握することを目的とし、調

査対象は、18 歳~69 歳の豊中市在住者 300 人、吹田市在住者 150 人、大阪市北部地域(東淀川区、
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各市別の傾向についてみると図表 5、6 のとおりとなり、豊中市では満足度、居住継続意思とも

に高い値を示し、特に他市と比べ 74.7％と満足度が高くなっている。 
 

図表 5 地域の総合満足度(市別) 

 
 

図表 6 居住継続意向(市別) 

 

 
なお、WEB 調査と郵送調査の回答者の内訳については次のとおりである。 
 

図表 7 「満足」の回答の性年齢別構成比(豊中市) 

 
(「満足」を満足、まあ満足の合計とした) 

 
総合的な地域の満足度について「満足」(満足、まあ満足の合計)との回答の性年齢別構成比につ

いては、男女とも 10 代、20 代で WEB が高くなっている。40 代の女性については WEB が低く

なっている。 
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図表 16 地域イメージ等 

 
地域のイメージについて、郵送と比較すると大きく差がある設問が目立つ。他の地域イメージ

に関する設問について調査し 10％を超えるものを抽出して図表 16 に示した。約 22%の差がある

「子どもたちの遊ぶ声が聞こえる」について「よくある」との回答は 22％もの差がある。内訳を

みると、図のようになり、40 代の女性で回答が少ない傾向が見受けられる。特に地域についての

イメージ、意識を聞く設問については郵送調査と結果が大きく異なるものがあることに留意し、

分析を行う必要がある。 
 

図表 17 地域イメージの回答者の構成比(豊中市) 

 
 
 

Web 郵送 Web-郵送
豊中市 ⼤阪市北部 吹⽥市

賑わいを感じる 15.7 32.7 22.0 17.1 -1.4
安⼼して街を歩ける 65.0 41.3 73.3 72.4 -7.4
懐かしさを感じる 16.0 25.3 10.7 16.0 0.0
味のある街だと思う 21.0 37.3 15.3 9.5 11.5
⼈のあたたかみを感じる 16.0 12.7 9.3 15.2 0.8
⼈が寛容である 15.3 9.3 9.3 11.3 4.0
他⼈に気兼ねなく過ごせる 29.7 30.0 27.3 32.4 -2.7
不 明 - - - 5.4 -
よくある 36.7 36.7 46.7 58.9 -22.2
時々ある 38.3 40.0 36.7 31.7 6.6
めったにない 18.3 14.7 7.3 6.3 12.0
まったくない 6.7 8.7 9.3 2.8 3.9
不 明 - - - 0.3 -
そう思う 37.0 22.7 44.7 41.3 -4.3
どちらかといえばそう思う 39.7 50.0 36.0 47.7 -8.0
どちらともいえない 17.7 23.3 14.0 7.4 10.3
どちらかといえばそう思わない 4.0 2.7 3.3 2.0 2.0
そう思わない 1.7 1.3 2.0 1.4 0.3
不 明 - - - 0.3 -

⼦どもた
ちの遊ぶ
声が聞こ
える(%)

住みやす
いところ
だと思う

(%)

豊中市

地域のイ
メージ(%)
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・経済的にも豊かな学歴も⾼い知識層が多く暮らしているので全体的に上品な雰囲気のある地
域で、お互いにあまり⼲渉しあわないし、地域の縛りもあまりないので都会的な近所付き合い
が楽だ。防犯⾯も治安が良いので安⼼している。 

 
4．考察 

WEB 調査を利用することで、郵送調査では難しい他市との比較の中で本市の市民の満足度や

生活環境の魅力、課題を適切に把握することができた。また、全てを必須回答とすることができ

るため、全体の回収サンプル数少ない場合でも、必要な集計やテキストマイニングなどの分析を

行うことができた。年収といったセンシティブな回答についてもすべての回答者からの回答が収

集できた。なお、WEB モニターは特定の価値観・志向性を持つ人に偏っている点に留意が必要で

あるものの、今回の調査結果では、基本属性について、郵送調査と WEB で大きな違いは見られ

なかった。 
一方、WEB 調査では、現時点で得られるサンプルの上限が 1000 程度と少なく、地域での割り

付けを行い、回答を収集することが難しい。また、本研究では収集サンプル数が少なく、市内の

地域についての集計ができなかった。地域別の詳細な意識・行動把握については郵送調査でのメ

リットが大きい。 
先行研究で指摘されるように地域のイメージなど個人の主義・嗜好については WEB と郵送で

傾向が大きく異なるものが見受けられ、分析の際に留意が必要である。満足度などの一般的な考

え、感じ方についての全体的な傾向については WEB と郵送の差があまり見受けられなかった。

一般的な設問やあるサービスの受給者、新しい施策、PR に関する反応などいち早く知るほか、ア

ンケート調査の設計を検討するためのプレ調査として WEB 調査を補足的に用いることが有効で

あと思われる。 
EBPM の推進が求められる中、近年では、因果関係を特定するための手法が基礎自治体におい

ても模索されている。WEB 調査については通常の郵送調査では難しい RCT(ランダム化比較実

験：Randomized Controlled Trail)の実験的状況を比較的容易に作り出すことができるほか、虚

偽の回答を減らし、回答者の本音を明らかにするリスト実験法や、商品やサービスのスペックを

実験的に組み合わせ、どの組み合わせが受け入れられるかを明らかにコンジョイント実験法とい

った各種の実験的手法の導入の促進に寄与する可能性がありさらなる活用が期待できる。 
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資料 　 アンケート調査



資料３　WEBアンケート調査　調査票
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